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TAPの自由エネルギーのa番目の極小点 (準安定状態 )を ima,iH i=1～N,勘ま全ス




p ≡C-PFa/∑e一 斉 Fb
a A
と表わされる(< - >はランダム(サンプル )平均を表わす )｡これらの量は,数値的に極
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東北大 ･工 白 倉 孝 行
§1. はじめに
sherringtonと Kirkpatrick l厄 よって提出された無限長距離相互作用モデル (SKモデル )
を考える｡ このモデルは, SGの厳密解 を与えるモデルとして注 目され,主にレプリカ法 を用
いて詳 しく調べられてきた｡ レプリカ法により安定解 を得るためには, レプリカ対称性の破れ
が必要とな り,2)これまでで最 も優れた解 と考えられているのが, Parisiの解 3)である｡ Parisi
解でのオーダーパラメーターは, 0から1までの値 をとるパラメーターxの関数 q(I)で表現 さ
れる｡ しか し, レプ リカ法のみによってでは,次の疑問点が残る｡ ① レプリカ対称性の破れの
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